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無形資産の認識可能性に関する一考察
――整合性分析の観点から――




































４）Brown et al.［1999］や Lev and Zarowin［1999］が代表的なものとしてしばしば取り上げられる．
５）欧州ではスウェーデンでスカンジナビア・ビジネス・ナビゲーターが開発されたことをきっかけに，
各国で無形資産の開示議論が活発化している．一方，米国ではエンハンスト・ビジネス・レポーティング・
















































































































































































































































































































































第０期 第１期 第２期 合計
〈損益計算書〉
収益 − CC1 CC2 CC1+CC2
費用 − a1K0 a2K0 K0
純利益 − CC1,a1K0 CC2,a2K0 pCC1+CC2,K0
〈貸借対照表〉
現金預金 − CC1 CC1+CC2 −
資本設備 K0 p1,a1K0 0 −




































このように捉えれば，自己創設のれんの変化額 b t-1G tは，CC t,pCM t,rMK t-1,rCV t-1
としてあらわすことができる．当該変化額は，企業が稼得した（企業固有の）キャッシュ・フ
ロー CC tが市場の（平均的な）超過利益 pCM t,rMK t-1と期首の使用価値に対する企業固有の
資本コスト prcV t-1を超える金額，すなわち企業が稼得した超過利益を意味していることとな
る．自己創設のれんの変化額 b t-1G tには，企業の投資時の期待利益(自己創設のれん G0が超
過利益の稼得として事実に転換した部分という解釈を与えることができるのである．
















































第０期 第１期 第２期 合計
〈損益計算書〉
収益 − CC1 CC2 CC1+CC2
費用 − K0,K1 K1 K0
純利益 − CC1,pK0,K1 CC2,K1 pCC1+CC2,K0
〈貸借対照表〉
現金預金 − CC1 CC1+CC2 −
資本設備 K0 K1 0 −



































第０期 第１期 第２期 合計
〈損益計算書〉
収益 − CC1 CC2 CC1+CC2
超過利益 G0 − − G0
費用51) − CC1,rCV0 CC2,rCV1 pCC1+CC2,rCpV0+V1
純利益 G0 rCV0 rCV1 G0+rCpV0+V1
〈貸借対照表〉
現金預金 − CC1 CC1+CC2 −
資本設備 K0 K1 0 −
自己創設のれん G0 G1 0 −























































第０期 第１期 第２期 合計
〈包括利益計算書〉
収益 − CC1 CC2 CC1+CC2
費用 − CC1,rCV0 CC2,rCV1 pCC1+CC2,rCpV0+V1
純利益 − rCV0 rCV1 rCpV0+V1
その他包括利益 G0 − − G0
包括利益 G0 rCV0 rCV1 G0+rCpV0+V1
〈貸借対照表〉
現金預金 − CC1 CC1+CC2 −
資本設備 K0 K1 0 −
自己創設のれん G0 G1 0 −
純資産 V0/K0+G0 V0+rCV0 V0+rCpV0+V1 −
図表５ 資産及び純資産を調整するケース②
第０期 第１期 第２期 合計
〈包括利益計算書〉
収益 − CC1 CC2 CC1+CC2
費用 − K0,K1 K1 K0
純利益 − CC1,pK0,K1 CC2,K1 pCC1+CC2,K0
その他包括利益 G0 G1,G0 ,G1 G0
包括利益 G0 rCV0 rCV1 G0+rCpV0+V1
〈貸借対照表〉
現金預金 − CC1 CC1+CC2 −
資本設備 K0 K1 0 −
自己創設のれん G0 G1 0 −










































































第０期 第１期 第２期 合計
〈損益計算書〉
収益 − CC1 CC2 CC1+CC2
費用 − K0,K1 K1 K0
純利益 − CC1,pK0,K1 CC2,K1 pCC1+CC2,K0
〈貸借対照表〉
現金預金 − CC1 CC1+CC2 −
資本設備 K0 K1 0 −
自己創設のれん G0 G1 0 −
負債 G0 G1 0 −
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